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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　裏蓋（１２ａ）及び表示手段（１３）によって閉鎖され、前記表示手段（１３）の側部
に第１の対向するペア面と、第２の対向するペア面を有するケース（１２）；
前記第２のペア面に取り付けられたブレスレット；
前記ケース内に配設された電子モジュール（１１）；
並びに前記電子モジュールを制御するための制御手段（１５）を含む、
携帯用物品であって、
　前記携帯用物品（１０）は、第１の動作モード及び第２の動作モードで動作するよう構
成される、携帯用物品において：
　前記制御手段（１５）は、前記ケースの前記第１の対向するペア面上に配設された複数
の触覚式切り替え要素（１６）を含み、互いに対して対向するよう配設された２つの前記
触覚式切り替え要素は、前記触覚式切り替え要素のペアを形成し、前記制御手段は前記触
覚式切り替え要素の２つの前記ペアを含むこと；及び
　前記触覚式切り替え要素のいずれの前記ペアの２つの前記触覚式切り替え要素両方に対
して同時に作用することにより、前記第１の動作モードから前記第２の動作モードへの少
なくとも１つの切り替えが達成され, 
 さらに、前記動作モードの切り替えは、少なくとも前記1つの触覚式切り替え要素への作
用では達成されない
ことを特徴とする、携帯用物品。
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【請求項２】
　前記触覚式切り替え要素（１６）は１２時－６時軸に関して対称に配設されることを特
徴とする、請求項１に記載の携帯用物品。
【請求項３】
　前記制御手段（１５）は、同数の前記触覚式切り替え要素（１６）をそれぞれ含む、前
記触覚式切り替え要素の２つのセットを含むことを特徴とする、請求項１又は２に記載の
携帯用物品。
【請求項４】
　前記触覚式切り替え要素の前記セットはそれぞれ３つの前記触覚式切り替え要素（１６
）を含むことを特徴とする、請求項３に記載の携帯用物品。
【請求項５】
　裏蓋（１２ａ）及び表示手段（１３）によって閉鎖された、前記表示手段（１３）の側
部に第１の対向するペア面と、第２の対向するペア面を有するケース（１２）；前記ケー
ス内に配設された電子モジュール（１１）；並びに前記電子モジュールを制御するための
制御手段（１５）を含み、
　前記制御手段（１５）は、前記ケースの前記第１の対向するペア面上に配設された複数
の触覚式切り替え要素（１６）を含み、互いに対して対向するよう配設された２つの前記
触覚式切り替え要素は、前記触覚式切り替え要素のペアを形成し、前記制御手段は前記触
覚式切り替え要素の２つの前記ペアを含む、
　携帯用物品の操作方法であって、
　前記携帯用物品は、第１の動作モード及び第２の動作モードで動作するよう構成される
、操作方法において：
　前記制御手段は、前記ケースの対向する側部上に配設された少なくとも２つの触覚式切
り替え要素（１６）を含むこと；及び
　前記方法は更に、前記少なくとも２つの触覚式切り替え要素に対して同時に作用するこ
とにより達成される、前記第１の動作モードから前記第２の動作モードへの切り替えを意
図した少なくとも１つのステップを含み、
　そして、前記動作モードの切り替えは、少なくとも前記1つの触覚式切り替え要素への
作用では達成されないことを特徴とする、操作方法。
【請求項６】
　前記方法は更に、前記第２の動作モードから前記第１の動作モードへの切り替えを意図
したステップを含み、
　前記ステップは前記少なくとも２つの触覚式切り替え要素（１６）に対して同時に作用
することによって達成される
ことを特徴とする、請求項５に記載の操作方法。
【請求項７】
　前記方法は更に、ある機能を選択して起動することを意図したステップを含み、
　前記機能の起動は、前記２つの触覚式切り替え要素（１６）に対して同時に作用するこ
とによって達成される
ことを特徴とする、請求項５に記載の操作方法。
【請求項８】
　前記少なくとも２つの触覚式切り替え要素（１６）は１２時－６時軸に関して対称に配
設されることを特徴とする、請求項７に記載の操作方法。
【請求項９】
　前記制御手段（１５）は、同数の前記触覚式切り替え要素（１６）をそれぞれ含む、前
記触覚式切り替え要素の２つのセットを含むことを特徴とする、請求項５～８のいずれか
１項に記載の操作方法。
【請求項１０】
　前記触覚式切り替え要素の前記セットはそれぞれ３つの前記触覚式切り替え要素（１６
）を含むことを特徴とする、請求項９に記載の操作方法。
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【請求項１１】
　前記第１の動作モードから前記第２の動作モードへの前記少なくとも１つの切り替えは
、前記触覚式切り替え要素（１６）の少なくとも２つの前記ペアに対して連続して作用す
ることによって達成され、
　各前記ペアは、１２時－６時軸に関して互いに対称である２つの前記触覚式切り替え要
素で形成される
ことを特徴とする、請求項５に記載の操作方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は：裏蓋及び表示手段によって閉鎖されたケース；少なくとも１つの第１の情報
及び第２の情報を提供する、上記ケース内部に配設された電子モジュール；並びに上記電
子モジュールを制御するための制御手段を含む、携帯用物品に関し、上記携帯用物品は、
上記第１の情報を表示する第１の動作モード又は上記第２の情報を表示する第２の動作モ
ードで動作するよう構成される。
【背景技術】
【０００２】
　裏蓋及び表示手段３によって閉鎖された中央部分で形成されたケース２を含む時計１が
公知である。上記ケースは、電子モジュールをその中に配置できるよう構成される。この
電子モジュールは、表示手段に送信される特定の量の情報を提供するよう構成される。電
子モジュールが提供する情報は例えば、時刻、日付、クロノグラフ機能又はその他の情報
であってよい。この情報は、上記電子モジュールと通信するセンサから得られるものであ
ってよい。このような場合、所望の機能を選択できるようにする必要がある。
【０００３】
　時計は更に、時計を制御するための制御手段を含む。これら制御手段は例えば、容量式
タイプのタッチキー５を含んでよい。図１に示すように、これらのタッチキーは表示手段
上に配設される。従ってユーザは、これらタッチキーを押圧することによって時計を操作
できる。
【０００４】
　時計は２つの動作モード、即ち時刻情報を表示する「通常（ｎｏｒｍａｌ）」モード及
びユーザが他の機能を選択できる「特殊（ｓｐｅｃｉａｌ）」モードで動作するよう構成
される。
【０００５】
　現在のところ、特殊動作モードを起動するためには、ユーザは一般に２つのタッチキー
に同時に圧力を印加する必要がある。
【０００６】
　この操作は電子モジュールによって検出され、続いてこの電子モジュールが特殊動作モ
ードに入り、ユーザがある機能を選択できるようにする。
【０００７】
　この方法の１つの欠点は、ユーザは説明書を必ずしも読んでおらず、ユーザは様々な動
作モード間での切り替え方法を直感的に知ることがないという点である。同様にこの操作
は、キーが十分に大きくかつ離間している場合には可能であるが、タッチキーが小さく近
接していればこの操作は困難である。実際、ユーザは、ある動作モードから別の動作モー
ドへの切り替えを可能にするキーではないキーに圧力を印加してしまうリスクを有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、様々な動作モードが直感的に確実に起動される時計を提供することを
提案することによって、従来技術の欠点を克服することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　この目的のために、本発明は：裏蓋及び表示手段によって閉鎖されたケース；上記ケー
ス内に配設された電子モジュール；並びに上記電子モジュールを制御するための制御手段
を含む、携帯用物品に関し、上記携帯用物品は、第１の動作モード及び第２の動作モード
で動作するよう構成される。上記携帯用物品は、上記制御手段が、ケースの対向する側部
上に配設された複数の触覚式切り替え要素を含み、互いに対して対向するよう配設された
２つの切り替え要素が切り替え要素のペアを形成すること、及び切り替え要素のいずれの
ペアの２つの切り替え要素両方に対して同時に作用することにより、第１の動作モードか
ら第２の動作モードへの少なくとも１つの切り替えが達成されることを特徴とする。
【００１０】
　第１の有利な実施形態では、切り替え要素は１２時－６時軸に関して対称に配設される
。
【００１１】
　第２の有利な実施形態では、上記制御手段は、同数の切り替え要素をそれぞれ含む、切
り替え要素の２つのセットを含む。
【００１２】
　第３の有利な実施形態では、切り替え要素のセットはそれぞれ３つの切り替え要素を含
む。
【００１３】
　本発明はまた：裏蓋及び表示手段によって閉鎖されたケース；上記ケース内に配設され
た電子モジュール；並びに上記電子モジュールを制御するための制御手段を含む携帯用物
品の操作方法にも関し、上記携帯用物品は、第１の動作モード及び第２の動作モードで動
作するよう構成される。上記方法は、上記制御手段が、ケースの対向する側部上に配設さ
れた少なくとも２つの触覚式切り替え要素を含むこと、及びこの方法が更に、上記少なく
とも２つの切り替え要素に対して同時に作用することにより達成される、第１の動作モー
ドから第２の動作モードへの切り替えを意図した少なくとも１つのステップを含むことを
特徴とする。
【００１４】
　第１の有利な実施形態では、本方法は更に、第２の動作モードから第１の動作モードへ
の切り替えを意図したステップを含み、このステップは上記少なくとも２つの切り替え要
素に対して同時に作用することによって達成される。
【００１５】
　第２の有利な実施形態では、本方法は更に、ある機能を選択して起動することを意図し
たステップを含み、上記機能の起動は、上記２つの切り替え要素に対して同時に作用する
ことによって達成される。
【００１６】
　第３の有利な実施形態では、上記少なくとも２つの切り替え要素は１２時－６時軸に関
して対称に配設される。
【００１７】
　別の有利な実施形態では、上記制御手段は、同数の切り替え要素をそれぞれ含む、切り
替え要素の２つのセットを含む。
【００１８】
　別の有利な実施形態では、切り替え要素のセットはそれぞれ３つの切り替え要素を含む
。
【００１９】
　別の有利な実施形態では、第１の動作モードから第２の動作モードへの少なくとも１つ
の切り替えは、切り替え要素の少なくとも２つのペアに対して連続して作用することによ
って達成され、各ペアは、１２時－６時軸に関して互いに対称である２つの切り替え要素
で形成される。
【００２０】



(5) JP 6220886 B2 2017.10.25

10

20

30

40

50

　本発明による携帯用デバイス又は物品の目的、利点、特徴は、単に非限定的な例として
挙げる、添付の図面に図示した本発明の少なくとも１つの実施形態に関する以下の詳細な
説明において更に明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、本発明による時計の概略図である。
【図２】図２は、本発明による時計の、風防ガラスを省略した概略上面図である。
【図３】図３は、本発明による時計の風防ガラスの概略上面図である。
【図４】図４は、本発明の方法を実施した後の時計の風防ガラスの概略上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図２は、本発明による携帯用物品１０を示す。この携帯用物品１０は例えば時計である
。この時計は、裏蓋１２ａ及び表示手段１３によって閉鎖されたケース１２を含む。ケー
ス１２は例えばプラスチック製であってよい。この携帯用物品は更に、ケース１２の２つ
の対向する側部に固定されたブレスレット又はリストレット１４を含む。好ましくはブレ
スレット１４は、１２時－６時軸の延長上に位置するように固定される。表示手段１３は
例えば、風防ガラス上に配設されたＬＣＤスクリーンを含むＬＣＤモジュールであり、こ
れらは全て時計の中央部分に固定される。
【００２３】
　図４に示す時計内には電子モジュール１１が配設されている。この電子モジュール１１
は、接続手段１１ａによって表示手段１３に電気的に接続される。この電子モジュール１
１は制御手段１５によって制御される。これら制御手段１５は、ＬＣＤモジュール１３上
に配設された複数の触覚式要素１７を含んでよく、これによりユーザはタッチによって携
帯用物品を制御できる。この電子モジュール１１は、表示手段１３上に表示されることに
なる複数の情報を提供するよう構成される。例えば電子モジュール１１は、複数の時間関
連情報を提供するよう構成される。従って、この電子モジュール１１は、時刻等の第１の
時間情報、日付等の第２の時間情報、アラーム等の第３の時間情報、又はクロノグラフ機
能等の第４の時間情報を提供できることが理解される。
【００２４】
　結果として、電子モジュール１１は２つの動作モードで時計１０を操作するよう構成さ
れる。
【００２５】
　第１の動作モードでは、電子モジュール１１は、時刻である第１の情報を提供及び表示
するために使用される。
【００２６】
　第２の動作モードでは、電子モジュール１１は、日付に関連する第２の情報、アラーム
に関連する第３の情報又はクロノグラフ機能に関連する第４の情報といった、電子モジュ
ール１１が提供できるその他の情報へのアクセスをユーザに提供する。
【００２７】
　電子モジュール１１は、上記その他の情報を第１の情報と共に表示できるよう、又は第
１の情報の代わりに表示できるよう配設されてよい。第２の動作モードは調整モード又は
プログラミングモードであってもよいことが理解されるだろう。同様に、第１の動作モー
ドをスタンバイモードとし、第２の動作モードをアクティブモードとすることも考えられ
る。
【００２８】
　第１の動作モードから第２の動作モードに切り替えるために、トリガを起動する必要が
ある。
【００２９】
　本発明によると有利には、携帯用物品１０の制御手段１５は更に、携帯用物品１０のケ
ース１２内に配設された２つの切り替え要素１６を含む。より具体的には、これら２つの



(6) JP 6220886 B2 2017.10.25

10

20

30

40

50

切り替え要素１６は、ケース１２の各側部に配設される。これら２つの切り替え要素１６
は好ましくは、３時－９時軸に対して平行な軸に沿って互いに対向するよう配置される。
切り替え要素１６は、第１の動作モードから第２の動作モードへの切り替えを可能とする
トリガを提供するために使用される。切り替え要素１６は好ましくは触覚式である。この
ような場合、ケース１２はこれに応じて構成され、これら触覚式切り替え要素１６を設置
可能な材料で作製されることになる。
【００３０】
　本発明の第１の実施形態によると、第１の動作モードから第２の動作モードへの切り替
えを可能とするトリガは、両方の切り替え要素１６に対して同時に作用することである。
ユーザは親指と人差し指とを携帯用物品１０のケース１２の各側部に置き、ケース１２の
上記２つの側部に接触させる。この同時作用を電子モジュール１１が検出し、電子モジュ
ール１１は第１の動作モードから第２の動作モードへの切り替えを実施する。
【００３１】
　この操作の１つの利点は、これが直感的かつ確実である点である。この操作は、時計１
０等の携帯用物品１０のケース１２を挟むジェスチャを使用するため直感的である。これ
は自然なジェスチャである。実際には、ユーザは親指と人差し指とを携帯用物品１０のケ
ース１２の各側部に置き、人差し指で制御部材１７を押圧してクロノグラフ機能を始動又
は停止させるため、腕時計１４のクロノグラフ機能を使用するには上記と同様のジェスチ
ャを用いる。
【００３２】
　この操作は確実なものであると考えられ、即ち第１の動作モードから第２の動作モード
への切り替えを不注意によって実施してしまうことは起こりにくいと考えられる。実際、
１つのキーを不注意によって押圧してしまう可能性はあるものの、２つの対向するキーを
同時に押圧してしまうことは極めて起こりにくい。
【００３３】
　図３に示すこの実施形態の変形例では、携帯用物品１０の制御手段１５は、ケース１２
上に配設された切り替え要素１６の２つのセットを含む。より具体的には、携帯用物品１
０は、１２時－６時軸に対して平行なケース１２の対向する側部上に配設された、切り替
え要素１６の２つのセットを含む。切り替え要素１６は、１２時－６時軸に関して対称と
なるよう配設される。この構成により、可能な組み合わせの数を倍増させることができる
。実際、この構成により、互いに対面する切り替え要素１６の各ペアによって、第１の動
作モードから第２の動作モードへの切り替えを可能にすることができるようになると考え
られる。更には両方のペアによって上述のような切り替えを可能とすることを考えること
もできるようになる。
【００３４】
　図３に示す例では、切り替え要素１６の２つのセットはそれぞれ、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及
びＹ１、Ｙ２、Ｙ３で表される３つの切り替え要素１６を含み、これら切り替え要素１６
はペアを形成する。第２の実施形態によると、第１の動作モードから第２の動作モードへ
の切り替えを可能とするペアを、Ｘ１，Ｙ１又はＸ２，Ｙ２又はＸ３，Ｙ３のペアのみと
することもできる。このような動作の利点は、ユーザが携帯用物品１０のケース１２を誤
って挟んだ場合、正しいペアに作用する見込みは３回に１回しかないため、安全性を改善
できる点である。
【００３５】
　第１の動作モードから第２の動作モードへの切り替えを可能とするペアを、Ｘ１，Ｙ１
及びＸ２，Ｙ２及びＸ３，Ｙ３のペアとすることも考えられる。この操作は、互いに対向
する２つの切り替え要素１６を挟む、ということを記憶しておくだけで、ユーザが第１の
動作モードから第２の動作モードへの切り替えを行うことができるという利点を有する。
従って、全ての組み合わせが機能するため、ユーザは正確な組み合わせを記憶しておく必
要がない。
【００３６】
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　第２の実施形態では、携帯用物品の制御手段１５は切り替え要素１６の２つのセットを
含み、これらセットはケース１２の対向する側部上に配設され、各セットは少なくとも２
つの切り替え要素１６を含む。切り替え要素１６は、１２時－６時軸に関して対称となる
よう配設され、従って２つの対向する切り替え要素１６を含むペアが形成される。この第
２の実施形態は、第１の動作モードから第２の動作モードへの切り替えが摺動操作によっ
て起動されることを特徴とする。この摺動操作は、切り替え要素１６のペアを連続して起
動することからなる。この操作を説明するために、図３に示すように、切り替え要素１６
の２つのセットそれぞれが、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＹ１、Ｙ２、Ｙ３で表される３つの切
り替え要素１６を含み、これらがペアＸ１－Ｙ１、Ｘ２－Ｙ２、Ｘ３－Ｙ３を形成するも
のと仮定する。
【００３７】
　従ってこの摺動操作は、ユーザが切り替え要素のペアＸ１－Ｙ１を指で押圧することに
よって起動し、その後指を摺動させて、切り替え要素のペアＸ２－Ｙ２、そして、切り替
え要素のペアＸ３－Ｙ３を連続して起動することからなる。そして電子モジュール１１は
、切り替え要素１６の複数のペアの起動を検出する。また電子モジュール１１は、第１の
動作モードから第２の動作モードへの切り替えを、切り替え要素１６の全てのペアが所定
の時間間隔内に起動された場合にのみ行うようプログラムされている。この所定の時間間
隔が存在することにより、あるペアの起動と別のペアの起動との間に経過する時間が長過
ぎる場合、ある動作モードから別の動作モードへの切り替えは発生しない。切り替え要素
の全てのペアの起動が起こらなければならない時間間隔を定義することは、ある動作モー
ドから別の動作モードへの切り替えが確実なものであり、かつ実際に必要とされた場合に
しかこれが起こらないことを意味する。
【００３８】
　同様に、第１の実施形態及び第２の実施形態の上述のような操作は、第２の動作モード
から第１の動作モードへの切り替えの間にも使用できる。
【００３９】
　添付の請求項によって定義される本発明の範囲から逸脱することなく、上述の本発明の
様々な実施形態に対して、当業者には明らかである様々な改変及び／又は改良及び／又は
組み合わせを実施できることは明らかであろう。
【００４０】
　切り替え要素は触覚領域である必要はなく、プッシュピースであってもよいことは理解
されるだろう。
【００４１】
　第１及び第２の動作モードの操作が、選択を確認する働きをすることも考えられる。こ
れは、ある機能を選択できるメニューにおいて、ユーザが本発明による操作を用いること
によって、即ちケース１２の各側部上に配設された２つの容量式要素を同時に起動するこ
とによって、所望の機能を選択し、ユーザ自身の選択を確認できることを意味する。
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